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テレビのニュースでは、ウクライナとロシアの戦争が今も続いている様子が伝えられて

います。ばくだんで家や町がこわされ、大切な人を失い、人々が悲しんでいる様子を見て、

私はむねが苦しくなりました。  

この戦争は２０２２年に始まり、２０２６年になった今も終わっていません。「なぜ戦争

がおきているのか」を調べてみると、国と国との考え方のちがいや歴史的な対立、関係の悪

化が原因だと分かりました。戦争は一方がひ害を受けるだけではありません。ロシアがウク

ライナへ攻撃している一方で、ウクライナも自分の国を守るために反撃しています。 

その結果、ロシアの人もウクライナの人も傷つき、命を失っています。戦争とは、どちら

が悪いと簡単に決められるものではなく、多くの悲しみが生まれる出来事なのだと感じま

した。だからこそ、どんな理由があったとしても、多くの人の命をうばい、人々を苦しめる

戦争は、決して許されるものではありません。なぜ、自分の国を守るために、命をかけて戦

争をしなければならないのでしょうか。 私の小学校のALTの先生はウクライナ出身です。

先生は戦争をする前に日本に来られましたが、今もウクライナにいる祖父母のことがとて

も心配だと話していました。もし自分が同じ立場だったらと考えると、強い不安でいっぱい

になると思います。  

これまで私は、戦争は自分とは関係ない遠い国の出来事だと思っていました。しかし、 身

近な先生が戦争によって家族のことを心配し、悲しい思いをしていることを知り、その考え

は大きく変わりました。戦争は、その国にいる人だけでなく、世界中の人々に悲しみや不安

を広げてしまうのだと実感しました。  

では、平和を守るために私たちは何ができるのでしょうか。それは、戦争について知り、

老え続けることです。力を使って無理やり言うことを聞かせようとするのではなく、おた 

がいの意見をしっかりと聞き、話し合うことで問題を解決することが大切です。  

もう一つ大切なことがあります。それは、集会で校長先生が話してくださった「ウェルビ

ーイング」の考え方です。ウェルビーイングとは、「心も体もよい状態であること」や「幸

せな気持ちでいること」を意味します。 世界中の人々が安心・安全で幸せに過ごせる世界

こそが、本当の平和なのではないでしょうか。幸せと感じることは、国によってもちがうか

もしれません。しかし、だれもが「体も心も元気で、自分のまわりの大切な人と仲よく、良

い関係でいたい」という願いは同じなのではないかと思います。  

平和は一人一人の思いや行動によって守り続けていくものです。世界中のみんなが、手 

と手を取り合って、平和な世界になることを 私は心から願っています。 
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私たちは毎日学校に通い、友達と話し、家族と一緒に食事をしています。 このような生

活は当たり前のように感じます。しかし、世界には戦争や紛争によって、安心して生活出来

ない人たちがいます。私は平和について学ぶ中で、今の当たり前の生活がどれほど大切なも

のなのかを考えるようになりました  

日本は昔、戦争を経験しました。戦争中は多くの人が命を失い、家族や友人と離れ離れに

なりました。また、食べ物や生活用品も不足し、人々は苦しい生活を送っていました。特に

広島と長崎に落とされた原子爆弾によって、多くの人が亡くなり、生き残った人たちも苦し

み続けました。私は資料や映像を見て、戦争の恐ろしさを知りました。そして、二度とこの

ような出来事を繰り返り返してはけなと思いました。 

しかし、戦争は過去の出来事ではありません。今も世界のさまざまな地域で争いが続いて

います。ニュースでは、家を失った人々や避難生活を送る子どもたちの様子が伝えられてい

ます。本来なら学校で勉強したり友達と遊んだりしているはずの子どもたちが、不安な毎日

を過こしていることを知り、とても悲しい気持ちになりました。  

平和を守るためには、国同士が争わないことが大切です。しかし、それだけではなく、私

たち一人一人の行動も重要だと思います。 例えば、学校でのいじめや悪口や悪口なども人

を傷つける行為です。相手の気持ちを考えずに行動すれば、悲しい思いをする人が増えてし

まいます。反対に、思いやりを持って接すれば、人との関係はより良くなります。平和は遠

い国の問題ではなく、身近なところから始まるものだと思います。  

私自身も友達と意見が合わず、けんかしたことがあります。しかし、後で話し合うと、お

互いに考え方が違うだけだと分かりました。この経験から、相手の立場を理解しようとする

ことの大切さを学びました。  

また、私たちには歴史を学び、その記憶を受け継いでいく役割があります。過去の出来事

を忘れてしまうと、同じ過ちを繰り返してしまうかもしれません。平和の大切さを知り、そ

れを次の世代へ伝えていくことも大切だと思います。 

私は平和とは、ただ戦争がない状態ではなく、誰もが安心してくらし、お互いを尊重し合

える社会のことだと思います。そのためには、一人一人が思いやりの心を持ち、相手の違い

を認めることが大切です。私もこれから平和について学び続け、その大切さを忘れずに行動

していきたいと思います。そして、毎日の小さな思いやりを大切にしながら、より良い社会

をつくる一員になりたいです。 


